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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、全体で5部 構成からなる。総論に相当する序章は、仏画のなかでも、日本独自の美的
特質をもっていると評価 されるべき平安仏画の歴史の概観 と様式史の解釈に当てている。各論に相
当する第1編 から第4編 までは作品論であり、仏画の各 ジャンルから重要な作品を取 り上げ、主題
別に応 じて宗教史的背景、思想史的背景および様式史的背景を具体的に考察 している。
日本美術史を扱う場合、その本家 というべき中国美術 との関係をいっも念頭に置く必要に迫 られ
る。平安仏画といえども例外ではない。 ところで奈良時代 までの仏画は、法隆寺金堂壁画にしろボ





ジア的な傾向を残す ものもあるが、次第に独 自の様式的傾向を帯びて くる。その独自性の構造を分
析するのが仏画史の重要な目標である。
この平安仏画の様式史的諸現象をできるだけ単純なモデルに還元 して解釈 しようとした場合、次









具現化させる段階で も画作者はおおいに 「理想性」 に向けて技を振 るう必要があったのである。
ところで、「現実性」表現の究極である写実 こそが 「理想性」表現に直結す るとい う仏画のあり












写実性を排除するものでもないが、写実を伴わない崇高 さの表現 もあり得 るはずである。その非写
実的傾向を基盤 にして表出される造形の質を 「理想性」 と呼んでみた。それはある時は華麗な色面









各論は、仏画のジャンル別に応 じるかたちで4部 構成になっている。第1編 く浄土教の絵画〉は、
筆者の発見になる最古の来迎図の紹介、古様な来迎図の分析、意味不明だった異色な来迎図の成立
過程の解明など、浄土教絵画関係の論文からなる。
浄土教美術が日本において特に隆盛を迎えたのは、平安時代 も半ば、源信が 『往生要集』を著 し
て天台浄土教を大成 してからである。その中心的画題は来迎図であった。西方浄土か ら阿弥陀如来












12世紀前半を降 らない作品とみなされ、掛幅来迎図の最古作となることが明 らかになった。 また、
平安時代の斜め来迎図には、それが観想の手段であった関係上、往生者の館は描かれないとするの
が通説であった。 しか しこの作品の出現によって通説は否定 される。平安の来迎図は観想の対象で
あるのに対 し、鎌倉の来迎図は説明の対象であるという従来の図式的見解が成立 しなくなり、来迎
















ること、残 りの一体は当時普及 していた定印阿弥陀であることか ら、十体はどれも伝承通り阿弥陀




の阿弥陀の概念が成長 していることが知 られ、その両者は十界阿弥陀説において結びつ く。すると
定印阿弥陀は、 この十界を統轄する根本阿弥陀つまり仏界の阿弥陀とみなされる。 この作品の図様

















に当てて、像容を詳 しく知りたい旨の書簡を送 るが、返事 はなかった。 この前後の事情を調べるこ
とによって、9世 紀後半か らユ0世紀初頭という画像の具体的な制作年代を導いた(第2編 第1「 図
像のカー 黄不動尊の造形的環境 一 」)。
次に、平安後期の東京国立博物館本(東 博本)虚 空蔵菩薩画像を取 り上げた。 これも正確に対応
する儀軌が:不明瞭な作品である。 まず、作風に関する詳細な検討を通 じ、東博本は院政期の耽美主
義的様式に属するものではあるが、銀の多様や透明感の表現により、様式的内容が変質 しっっある
ことを分析 し、12世 紀半ばころの制作説を改めて確認 した。挙身光の銀の量や頭光 と身光の透 し彫
り風の表現 には宋画の美意識の影響が想定 され、単に院政期の耽美主義的傾向にのみ留まらない新
しい表現感覚を宿 している。っぎに図像的特色を検討 し、本作品が成就院説の道場観によるという





は皆無だからである。これに対 し、12世 紀半ばを頂点 として虚空蔵講が盛んに行われた場が見出せ
る。高陽院の十斎講がそれであり、これは浄土教的な虚空蔵信仰の系譜に属するものである。 こう
した法会に密教尊が登場するのは丸この時期においては不自然ではなく、虚空蔵信仰の強度 と制作
























置付 けられる(第2編 第5「 新出の如意輪観音画像 法蔵寺蔵 」)。
なお尊像画像ではないが、密教寺院の景観を描 く園城寺境内古図を付編 として取 り上げた。制作
年代が不明であったものだが、鎌倉時代末か ら南北朝初期にかけての作例あることを、景観年代お
よび様式の両面から割 り出 している。この景観図の図様は、権威ある図像と同様、後世の園城寺絵













接な関係が想定されるのである。仏伝に取材 した単独の絵画 としては、後掲の金棺出現図と同 じく
類例のない画像として重要である(第3編 第1「 新出の円通寺蔵釈迦誕生図」)。
次に、応徳3年(1086)銘 を持っ金剛峯寺本仏浬葉図(応 徳浬葉図)は 、日本仏画の最高傑作に
位置付けられる作品であり、多様な研究のアプローチが可能な大作である。 ここでは図像と表現を
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取 り上げて作品の特質の一端を浮び上がらせようとする。まず作品のテキス トとなる 『大般浬葉経』
および 『大般浬葉経後分」の登場人物と、画中の人物名の短冊型を比較 した結果、阿難は背中のみ
描かれているとするのが正 しいこと、西方娑羅樹下の人物はこれまで言われていたように摩耶夫人
ではなく梵天であることを論証 した。 また画中に記 された年紀 は、制作時点でのものではなく、あ
とで画中に写 し書 きされた可能性を指摘 した。表現形式の面では、着衣の処理の仕方および諸尊の


























一景を手本として、それを大画面に描き直 したとする仮説を提示 した。ただ、 この一景がこの時期
に単独で描かれた思想的背景は、なお今後の課題として残る(第3編 第3「 釈迦金棺出現図」)。
第4編 く経典 と絵画〉は、経典と絵画との繋が りを示す2つ の作品に関する論考である。最初の
法華経宝塔曼茶羅とは、法華経の文字をそのまま使 って塔の形に作 り上げ、周辺に経典からいくつ
かの場面を取材 して絵画化 したものを配置する形式のものをいう。新発見の個人蔵の法華経宝塔曼
茶羅にっいては、 この種の作例がいくつか伝来する中で、12世 紀前半を下 らない最古の作品である
ことを様式的考察か ら明 らかにした。さらに、形式変遷の点で、従来は談山神社本のような場景の
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示すもの、 ということになりはしないか。そこにはほぼ2世 紀ほどの遅延がある。 この時間差は重
要である。 というのは、次代の鎌倉仏画の新様式は、宋仏画への理解 と消化を示すものという位置
づけが可能なのであり(も ちろんそれがすべてではないが)、そこにはやはり2世 紀 ほどの遅延が






論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、日本仏教絵画史において日本独自の様式的傾向を帯びて くる平安時代以降の仏教絵画




序章の 「平安時代の仏画」は、平安時代(9世 紀～12世紀)に おける仏画の展開を世紀 ごとに四
っに分け、各世紀を作品に即 しながら特色づける。その展開の視点を、尊像の写実にっながる 「現
実性」表現と写実を伴わない聖性すなわち尊像の聖なるものを表す 「理想性」表現の双方がどのよ
うに実現されるかという二項の拮抗関係に置 き、 この二っの表現が調和ある均衡点に到達 した時点
が平安仏画の完成期(11世 紀)で あり、最高傑作 と呼べる作品が生み出された時代であったとする。
第一編 「浄土教の絵画」には、浄土教絵画 に関する三っの論文を収める。第一 「浄厳院蔵阿弥陀
来迎図 平安時代来迎図の一遺例 」は論者の新発見 になる滋賀 ・浄厳院本について、様式的
に12世紀前半を下 らない頃の制作とし、画中に往生者の屋形が描かれるなど阿弥陀来迎の定型的図
様が形成される以前の特徴を多 く有することを指摘 し、これによって観想の手段 とされる平安時代
の斜め形式の来迎図には往生者の屋形が描かれないとする通説が否定され、来迎図の図様形成の過

















年一882～ 延喜二年一902>を 推察する。第二 「国宝虚空蔵菩薩像とその信仰背景」は東京国立博物
館本について、図像的特色を検討 し、本画像が成就院寛助説の道場観によるという通説を否定 し、












蔵 」 は論者の新発見になる滋賀 ・法蔵寺本にっいて、図像や技法 ・表現から鎌倉初期に湖る本
格的な台密の観音画像であると意義づける。付篇 「園城寺境内古図の制作年代」は滋賀 ・園城寺の




様式的検討か ら13世紀後半の制作 とし、 さらに京都 ・高山寺の明恵上人(1173-1232)周 辺の絵画
群と共通点があること、明恵が仏生会を始め、明恵作の仏生会講式が伝存す ること、高山寺所蔵仏
浬葉図と作風が近いことなどから、本画像 と明恵上人 との密接な関係を想定する。第二 「応徳浬葉
図の図像と表現」 は高野山金剛峯寺本(応 徳三年一1086)に ついて、『大般浬葉経』 や 『大般浬葉
経後分』などの経典や遺例の登場人物 と画中短冊型の人物名を比較 し、阿難尊者は背中のみ描かれ
ていること、西方娑羅双樹下の人物は梵天であることを論証 し、図像的特色 として慈氏(弥 勒)と
地蔵の像容に密教図像からの影響がこみられ、また 「文殊大聖」なる呼称は唐代密家の不空(705-
774)の 五台山文殊信仰の宣布に淵源のあることを明 らかにし、表現形式では図様を逐一検討 し、
中唐期仏画の図様を色濃く留める一方、同時代的に新 しい感覚が披渥されていることを指摘する。
第三 「釈迦金棺出現図」は京都国立博物館本(京 都 ・長法寺伝来)に っいて、図像 と画中の尊名表
記を分析 し、尊名表記 は制作当初のものでないこと、八部衆 と異形天部形の表記が誤 っていること
を指摘する。そ して様式的考察から制作年代を応徳浬葉図につぐ11世紀後半から末頃に位置づけ、
作風の特色を分析 し、求心的な構図と群像表現の図様の原型が唐画に求められることを明らかにし、
本画像が中国か ら請来 された仏伝画の小画面の一景を手本 とし、それを大画面に描 き直 したとする
仮説を提示する。
第四編 「経典と絵画」には経絵に関する二っの論文を収める。第一 「法華経宝塔曼茶羅」は論者
の新発見になる個人所蔵の一幅本(法 華経第六)に っいて、様式的考察から12世紀前半を下 らない
この種の宝塔曼奈羅では最古の作品であることを明らかに し、 これによって形式変遷の点で従来の
見方とは逆に情景の多い完成 された図様 より以前に情景の少ない初期的形式が存在 したことを提示





定まっているものであるが、それらに対 して一様 に、論者 は作品の細かい観察 と経典、儀軌、図像
集はじめ遺例 ・文献史料に広 くあたり、綿密な考察を加え、図様の解明、様式の分析それに基づ く
制作年代の判定、さらに思想史的あるいは信仰的な制作背景を考察 し、仏教絵画史における位置づ
けを的確に行い、通説に対 してあるいは認め、あるいは批判、否定 し、創見に富む仮説を提示する。
もっとも新 しい仮説に対 して一考の余地が全 くないわけではないが、総 じて高度な内容を有 し、実
際に第一編第三 「十体阿弥陀像の成立」のごとく記念すべき第1回 の國華賞を受けたものですでに
斯界でも高く評価された論文を含む。
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よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。
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